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★ココに注目！ 

・症例報告ながら有力学術誌『Annals of Internal Medicine』に掲載！ 

                                                （IF : 17.2 [2016 年]） 

・慢性皮膚疾患である乾癬が C型肝炎治療によって軽快した報告は世界初！ 

・C型肝炎と免疫性疾患の関係性解明に寄与する可能性 

 

大阪市立大学大学院医学研究科 肝胆膵病態内科学の榎本 大（えのもと まさ

る）准教授らのグループは、C 型慢性肝炎に対し直接作用型抗ウイルス剤で治

療した症例で、合併していた慢性皮膚疾患である乾癬（かんせん）の症状まで

もが軽快したことを報告しました。 

現在、C 型肝炎ウイルスに感染している患者のうち、100％近くが直接作用型

抗ウイルス剤の服用でウイルスを排除することが可能となっており、治療には

これらの飲み薬を用いるこ

とが多くなっています。本

症例では、C 型肝炎の治療

として直接作用型抗ウイル

ス剤を服用したところ、C

型肝炎ウイルスの消失のみ

ならず、それまで約 10 年間

患っていた乾癬の症状の改

善が見受けられました。今

後多くの症例で効果を検証

していきます。 

 

本症例報告は 1 月 16 日（火）

午前 7 時（日本時間）に 

『Annals of Internal Medicine』

に掲載されます。 

 

 

 

 

治療後 治療前 

---Hot Topic from OCU--- 

C型肝炎治療で皮膚病も良くなった！ 



＜研究の背景＞ 

C型肝炎ウイルス感染者は日本で約 150万人とされており、感染から 10～20 年以上を経て肝硬変
や肝臓がんに進展することがあります。実際、日本の肝臓がんの原因の約 65％をC型肝炎が占めてい
るのが現状です。また C型肝炎ウイルスの肝外病変として、血液疾患、腎疾患、皮膚疾患などを引き起
こす可能性があると知られています。 
乾癬は慢性の皮膚疾患であり、日本での罹患率は約 0.1%といわれています。主な症状は、赤

い発疹とその上に鱗屑（りんせつ）と呼ばれる皮膚表面の角質細胞が剥がれ落ちた白い発疹の出
現です。原因は明らかにされていませんが、何らかの免疫異常が関与すると考えられています。
そのため乾癬の治療には、塗り薬や光線療法に加えて、重症例には免疫抑制療法が行なわれるこ
とがあります。 

 C型肝炎の治療には長年、インターフェロン※1が用いられてきました。しかしながら、インターフェロン
は免疫を介して働くため、乾癬のような免疫異常が関与する疾患を悪化させる可能性があり、合併
症を有する C型肝炎の治療は困難でした。一方、C型肝炎の患者に免疫抑制療法を行う場合は、ウ
イルスを再活性化させる可能性があるので注意が必要です。ところが平成 26年からはインターフェ
ロンを使わず、直接作用型抗ウイルス剤と呼ばれる飲み薬による治療で、100％近くの患者がC型肝
炎ウイルスを排除できるようになりました。直接作用型抗ウイルス剤を用いた治療は副作用も少ないた
め、高齢者や合併症を有する患者への C型肝炎の治療が容易になりました。 
 
※1 インターフェロン…生体内で病原体（特にウイルス）や腫瘍細胞などの異物の侵入に反応して細胞

が分泌するサイトカインと呼ばれる蛋白質の一種。ウイルス増殖の阻止や細胞増殖の抑制、免疫系および

炎症の調節などにはたらく。 

 

＜研究の内容＞ 
報告した症例対象は 10年以上前から乾癬を患っている 80代男性です。平成 27年から本学医学部

附属病院皮膚科にて塗り薬の治療と週 1回の光線療法を継続していましたが、改善はみられませんで
した。乾癬だけでなく、C型肝炎も患っていたことから、12週間の直接作用型抗ウイルス剤の治療を
行いました。すると速やかにウイルス量は低下し、その結果、肝機能が改善し、治療終了後もウ
イルスは再燃せず完全排除が確認されました。加えて乾癬の皮膚病変も著明に改善し、塗り薬の
必要量の激減および光線療法の中止が可能となり、患者の QOL 向上にも大きく寄与しました。
以前より、乾癬患者には C型肝炎ウイルス感染率が高いことから、乾癬の発症または悪化に C型肝炎
が関与する可能性は指摘されていましたが、実際に直接作用型抗ウイルス剤で C型肝炎ウイルスを
排除した結果、乾癬の症状が軽快した報告は世界で初めてです。 

 
＜今後の展開について＞ 
 本学医学部附属病院には、毎年 100名以上の新規乾癬患者が紹介されます。今後の展開として、
以下の研究に取り組むことでC型肝炎と乾癬または類似の免疫疾患の関係性の解明を進めたいと考え
ています。 

1)日本の乾癬患者における C型肝炎ウイルス感染率を明らかにする。 
2) 乾癬を合併した C型肝炎患者に対して、直接作用型抗ウイルス剤を用いてウイルスを排除
することで、どれくらいの確率で乾癬が軽快するのかを明らかにする。 
3) 直接作用型抗ウイルス剤によるC型肝炎治療の前後で、乾癬の発症に関与すると考えられる
免疫マーカー※２がどのように変化するか明らかにする。 
 

※2 免疫マーカー…乾癬の発症には、TNF-α, IFN-γ, IL-12/23, IL-17 などのサイトカインと呼ばれる蛋白質

が関与すると考えられている。 
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―大阪市立大学 肝胆膵病態内科学教室のご紹介― 

 

本学肝胆膵病態内科学教室では、肝疾患患者が非常に多い大阪市の地域特殊性

に柔軟に対応し、肝癌やウイルス性慢性肝疾患に対して、的確な診断の下に最新

の治療を実施しています。また近年増加傾向にある脂肪性肝疾患や胆膵疾患の研

究と臨床にも取り組んでいます。 

 

 

 

教授：河田 則史（かわだ のりふみ） 

参考：肝胆膵病態内科学 Web サイト  

【URL】http://www.med.osaka-cu.ac.jp/liver/office/information.shtml 

 

 

【研究内容に関するお問合せ先】 

大阪市立大学大学院医学研究科  

肝胆膵病態内科学 准教授  榎本 大 

TEL：06-6645-3905 

E-mail：enomoto-m@med.osaka-cu.ac.jp 

【ご取材に関するお問合せ先】 

大阪市立大学法人運営本部広報室 

担当: 長谷川 

TEL：06-6605-3411 

E-mail：t-koho@ado.osaka-cu.ac.jp 

http://www.med.osaka-cu.ac.jp/liver/office/information.shtml

